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２．地域活性化に向けた理解醸成への取組詳細  
本事業実施地域において、なぜ本事業に取り組むことになったのか等、事業実施に至

った背景・経緯等の概略を整理した。 

 

（１）宮城県栗原市 

①これまでの取組 

 
宮城県栗原市  

栗原市は平成 17 年に 10 町村が合併してできた市である。旧 10 町村の意識の乖離を埋

め栗原市としての地域一体感を創出する必要があるとし、そのためのキーワードを“観光

産業づくり”に設定。これまでに国土交通省が実施する地域活性化事業等を利用しながら、

その実現を図るために活動中。 

 
１．栗原市概要 

z 人口：75,760（平成 23 年 12 月末現在） 
z 行政面積：804.93 km² 
z 栗原市は宮城県の内陸北部に位置し、岩手県・秋田県の両県に接している。面積の約８

割は森林・原野・田畑が広がる。市内北部には 1,627ｍの栗駒山がそびえ、東西には迫

川が流れている。 
z 栗原市は平成 17 年 4 月に栗原郡 10 町村（築館町・若柳町・栗駒町・高清水町・一迫町・

瀬峰町・鶯沢町・金成町・志波姫町・花山村）が合併して誕生。 
z 合併以来、市民との協働方策を検討しており平成 19 年 3 月に総合計画を策定しまちづ

くりに取り組んでいる。 
z 平成 20 年 6 月 14 日「岩手・宮城内陸地震」が発生。最大震度 6 強を観測し、死亡者

（13 人）、行方不明者（4 人）、負傷者（180 人）は 197 人に上り、被害戸数は 2,820
戸。市内各地において土砂災害が起こった。 
 

栗原市位置図 
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２．栗原市における地域活性化の取組概要 

（１）これまでの地域活性化の取り組み経緯 

z 栗原市は平成 17 年 4 月の合併により誕生し、基幹産業である農業・商店・企業等の

活性化、雇用の場の創出等を期待し、市内にある地域資源を活かした観光産業づく

りを目指すことした。 
z 合併前は、それぞれの町村がバラバラで取組を行っていた。市内東部にある伊豆沼・

内沼は貴重な野生生物が多く生息する湿地としてラムサール条約の登録指定を受け

ており、冬は、栗駒山に近い北西部では雪が多く、平野が連なる南東部では雪が少

なく温暖であるなど地域差がある。そのような自然環境と点在する温泉・名跡等の

資源を別々に活用するだけであった。しかしながら、合併を契機に、古くから伝わ

る歴史・農山村における生活文化、食文化、伝統芸能、祭り、特産品などの魅力的

な資源があることから、それらを如何にハード施設と結び付けソフト事業を展開し

ていくかを検討した。 
z 前述のように栗原市の面積の約８割は森林・原野・田畑であり、豊かな田園風景が

広がることから自然・歴史・食・人情味あふれる人々を如何につなぎ感動を与える

かがポイントになるとし一時的で行政主導の観光振興策ではなく多くの市民が主体

となり元気になる観光産業づくりを目指すこととした。 
z その推進組織として栗原市では、平成 18 年 10 月に「田園観光都市室」を設置。国

土交通省が実施する地域振興アドバイザーや若者の地方体験交流支援等の制度を活

用しながら、地域資源発掘・活用方法検討について調査研究活動をスタートさせた。 
z なお、市民ボランティア団体設立、栗原市にゆかりのある人物によって構成される

ふるさと応援団が創設され、「市民が主体」となった観光産業づくりの素地づくりを

確実に行っている状況である。 
 

（２）復興まちづくりに関して 

z 平成 21 年 3 月、栗原市震災復興計画が発表される。10 年スパンの計画であり、市

民生活復興はもとより地域防災力強化のために NPO との協働が強く謳われている。 
z 特に、地域コミュニティの再生には力点が置かれ、被災した集会施設などのハード

整備は勿論のこと、住民同士の安否確認の必要性が再認識され住民啓発やコミュニ

ティ活動への支援等を行うことが掲げられている。 
z 実際に、復興まちづくり活動の支援組織として、くりこま耕英震災復興の会、花山

震災復興の会などが任意団体として組成され復興計画策定に関与している、現在、

復興まちづくりの観点から自主防災組織へのアドバイスやアーカイブスの整理等を

行っている。 
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z また、復興に向けては市民が安心して生業を営む状態にすることが必要不可欠であ

るとし、その手段としてツーリズムを積極的に活用している。「くりはら博覧会“ら

いん”」の実施は、その成果の一つといえる。 
 
 
 

栗原地域の復興と産業振興の概念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「くりはら博覧会“らいん”」概要 

「栗原市の魅力を交流しな

がら体験する博覧会」であ

り、開催期間中に、栗原市

をフィールドにした複数の

プログラムを提供する。プ

ログラムは、歴史や食など

様々な地域資源を活用して作成されたものであり、プログラム提供者である栗原市民の専

門性や得意分野を活かし、さらに一手間かけたものとなっている。訪問客には交流と体験

を通じて、栗原市の魅力を楽しみながら体感することができると好評を博している。 
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（３）これまでに実施されてきた主な地域活性化の取り組み概要 

○観光産業づくり 

z 人口減少や少子高齢化がつづく中で地域の活性化を図るためには雇用を創出し、活

力のある地域経済づくりが必要であるとし「観光」は市民が携われる裾野としては

広く大きな経済効果が期待されることから「観光産業づくり」に着手。 
z 従来型の観光ではなく、6 次産業として観光産業を創るというものであるため観光

関連産業のみならず食品加工業、製造業・サービス業に従事する企業や市民が参加

した。 
 

○田園観光室の設置 

z 栗原市としては、産業経済部商工観光課内に「田園観光都市室（くりはら研究所）

を設置。専任職員を置いた。田園地域の魅力は「光」を「魅せる」ことで交流を促

し活性化を図るというもの。そのために市内の資源や活かし方を調査・研究しつく

すことを意味して「くりはら研究所」を呼称とした。 
 
 
≪くりはら磨き隊・くりはら輝かせ隊≫ 

z 市民参加型の観光産業づくりを進めるため「くりはら磨き隊」を設置。地域資源発

掘会議を開催し、資源の調査確認を行うとともに資源マップづくりのための位置確

認等の作業を実施。さらに地域のリーダーを担って頂くためにも地域資源の活かし

方や観光ボランティアのあり方等についても適宜検討を重ねている。 
z 観光振興を図るためには外部からの応援が必要不可欠だとして「くりはら輝かせ隊」

を設置。在京、在仙の栗原市にゆかりのある方や関係者の中から「栗原を応援し栗

原を輝かせたい！」と考えている方に会員になってもらうというものである。会員

には毎月メールマガジンを送付しており観光産業づくりの取組状況や栗原市で開催

されるイベント情報等を伝えている。また、食の魅力を伝えるとして東京・仙台で

年１回交流会を開催しており、年々参加人数も増えている。 
 

≪若者の地方体験交流支援（地域づくりインターン）≫ 

z 都会の若者に地方での生活体験や交流を通じて田舎暮らしの素晴らしさを体験して

もらい UJI ターンのきっかけを創るとともに、地域住民には外部の人を受け入れる

力をつけて頂くことを目的に「若者の地方体験交流事業」を平成 19 年度から行って

いる。栗原市では派遣された若者を活用し、地域での交流事業やくりはら研究所が

進めている地域課題等について分析をしてもらいながら、観光産業づくりに向けた

意見や提案を引き出している。 
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≪地域資源データベース・マップづくり≫ 

z くりはら磨き隊や若者の地方体験交流支援等により調査・発掘した資源をデータベ

ースとして、５９項目に分類し取りまとめを行った。なお、市全体が広域であるた

め地区毎に調査した資源内容を地図にプロットして地域資源マップを作成しており、

観光ルート形成等の基礎資料として活用されている。 
 

≪シンポジウム等の開催≫ 

z これまでの資源調査・発掘の中で見つけた栗原市の魅力の発表と今後の事業展開を

広く地域住民に知らせるとともに理解醸成を図るきっかけとして講演会やシンポジ

ウム等を開催。講師やパネリストの方々は、今後の観光産業づくりの進め方などを

示唆して頂くとともに、地域住民が主体となった地域活性化取組の必要性等につい

て講義頂いている。 
 

◆小講演会 

第 1 回観光産業づくり小講演会 

第 2 回観光産業づくり小講演会 

第 3 回観光産業づくり小講演会 

第 4 回観光産業づくり小講演会 

◆シンポジウム 

観光産業づくりシンポジウム２００６ 

観光産業づくりシンポジウム２００８ 

観光産業づくりシンポジウム２００９ 

 
≪日常的なＰＲ・活動参画の呼びかけ≫ 

z くりはら研究所の活動内容を広く周知し、各種事業参加の呼びかけを行う一環とし

て、市広報とは別に平成 18 年 12 月から『くりはら研究所だより』（URL：

http://www.kuriharacity.jp/kuriharacity/contents/work/kankoproject/dayori/inde
x.html）を発行している。約 27,000 部発行しており、市内全世帯に配布するととも

に、市外の有識者や国・県の関係者など、観光産業づくりの支援者・協力者にも送

付している。 
z 内容は「若者の地方体験交流支援」「くりはら博覧会“らいん”」「シンポジウム開催・

結果報告」等、栗原市で実施される各種事業について写真とともにわかりやすく掲

載されておりレイアウト等に関しては地域住民が各種事業等に参加・参画意欲が高

まるように工夫されている。 
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３．栗原市における地域活性化を担う関係者や理解醸成を図る人材の推進体制等 

 

（１）関係者整理 

z 行政は岩手・宮城内陸地震の発災前からツーリズムを推進していたが、震災の影響

により復旧・復興に注力することとなる。 
z 現在、「産業経済部田園観光課（くりはら研究所）」が地域づくり活動を展開してお

り、2010 年 3 月にはツーリズムの推進組織として地元関係者により「くりはらツー

リズムネットワーク」が設立された。 
z 「くりはらツーリズムネットワーク」では、ツーリズムの啓発・普及、ツーリズム

の研修、情報交換・収集、人材育成等を主な活動内容としており、81 会員（個人 51、
団体 27、賛助 3）で構成されている。 
z 行政と市民の中継役、市民のツーリズム活動の支援組織として活動しているが、当

初より具体的な目標設定を行い、活動の幅を広げていることが特徴として挙げられ

る。 
z 「くりはら博覧会“らいん”」の実行組織でもあり、広く市民にも認知されるように

なっている。 
 

（２）具体的取り組み 

z 田園観光都市室（くりはら研究所）は、新しい栗原市の観光産業づくりのための調

査と田園観光都市づくりの企画を行っており、第一期（平成 18 年 10 月からの一年

半）は合併当初ということもあり、主に市民を対象にして魅力の気づきを促す事業

を展開。特に、市役所職員や市民の意識改革、行動する人づくりを目指したもので

もあった。 
z 次に外部の風・視点を導入するとして国土交通省の若者の地方体験交流支援を実施。 

若者とその関係者である学識経験者・専門家等とのネットワークも確立することが

でき、「くりはら輝かせ隊」の活動内容も向上し、地域住民に対し栗原市は「観光産

業づくり」を目指しているという印象を強く植え付けることができた。 
z 今後は、受入れ体制づくり、販売宣伝ツールの見直し、ニューツーリズムの商品化

を行う予定である。そのため現在、より多くの人の巻き込み、地域リーダーの育成

並びにそれを支える支援のあり方等のいわゆる人材発掘・育成について積極的に検

討を行っている状況である。 
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◆震災復興・まちづくり関係者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

震
災
復
興 

ま
ち
づ
く
り 

外部 

内部 

産業経済部 

（くりはら研究所） 

有識者（例） 
・早稲田大学：宮口侗廸 
・麦屋弥生（故） 

コンサル（例） 
・日本交通公社 
 

応援団 
・栗原出身者 
 

まちづくり団体（例） 
・くりはら食ツーリズム研究会 
・NPO 農村地域づくり支援隊 
・NPO くりはら活性化ネット 
・NPO 夢くりはら 21 

・国土交通省（観光セクション） 
・中小企業庁 
・内閣府 

その他（例） 
・商工会連合会 
・JR 東海 

公共的団体（例） 
・農協、商工会、観光協会 
 

災対本部等 
・栗原市震災復興対策本部 
・栗原市震災復興対策室 

 

・教育委員会 
・社会福祉協議会 
 

支援団体（例） 
・NPO：せんだい・みやぎ NPO

センター 
・NPO；愛知ネット 
・日本災害復興学会 
 

まちづくり団体（例） 
・くりこま耕英震災復興の会 
・花山震災復興の会 

・内閣府、自衛隊、国土交通省東北地方
整備局、農林水産省東北農政局、厚生
労働省、林野庁、気象庁、消防庁 

・宮城県ほか、全国の自治体 

その他（例） 
・医療機関 
・東北電力、NTT 

有識者（例） 
・首都大学東京：中林一樹 
・東北学院大学 

市民復興検討会 

くりはら 

ツーリズム 

ネットワーク 

2010 年 3 月に 

ツーリズムを担う 

団体として設立 
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②シンポジウム・ワークショップ内容 

１．栗原市シンポジウム・ワークショップ実施概況 

 

１）日時・場所等 

z 日時：平成２３年１２月２３日 
z 場所：一迫ふれあいホール（住所：栗原市一迫真坂高橋 20-1） 

２）テーマ 

z 「地域活性化への理解醸成」シンポジウム・ワークショップ（栗原市観光産業づく

りシンポジウム） 
３）構成 

z 実践的なワークショップを交えたディスカッションを行うことで議論を深めるため、

全体を 3 部構成とする。 
 

＜シンポジウム・ワークショップ構成＞ 

第１部 

宮口先生による講義 

「地域の価値の再認識（学び）と人材の育成」 

・他地区事例等を活用しながら地域づくり活動の意義、連携・協働の方

策・課題、地域づくり担い手予備軍の発掘・巻き込み方等 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 第２部 

くりはらツーリズムネットワークに所属の活動団体を中心に活動紹介

（4団体）1団体：10分 

・団体プロフィール、活動内容、活動メリット等を紹介するほか、参加

方法等も説明 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

第 3部 

・「くりはら博覧会“らいん”」体験型ワークショップ・勉強会 

～身近な地域資源の価値について再認識していただくことや、資源

を活用したツーリズムの必要性等のほか、地域の担い手として今

後積極的に参加していただくきっかけとした～ 

３グループ実施。 

 ①干し大根づくり体験 

  （体験指導）くりはら食ツーリズム研究会 

 ②ミニ畳づくり体験 

  （体験指導）有限会社 只見工業所 

 ③蓮クラフトづくり体験 

  （体験指導）山谷 信子 氏(蓮クラフト作家) 

体験終了後、グループ毎に 1テーマについて議論を行い、それぞれの

グループから発表。 

・テーマについては以下の通り、 

１．地域の担い手としてできること、地域資源・特色を活かした

取組・事業を考える。 

まとめ 宮口先生による総括 
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２．栗原市シンポジウム・ワークショップ結果の概要 

１）講師講演「地域の価値の再認識（学び）と人材の育成」（早稲田大学 宮口教授） 

z 自らの地域を語れるようになろう 

・地域の持つ価値を育てるには、

その地域に何があるか、それに

はどんな意味があるのか、本に

は書かれていない学びが必要。

人を育てる前に自らが育たなけ

ればならない。 
z 日本を再認識 

・日本の自然の中で人々が手間を

かけて日本の風景を作ってきた。

また、日本は世界の森林大国で、日本の田んぼはヨーロッパの畑の 8 倍の生産性が

ある。それは日本にしかない価値である。しかし一方では、日本全体の経済成長の

中で農業の価値は下がり続けている。ヨーロッパでは農業は基盤を支えているもの

であるという合意があり、予算による下支えがある。そのため、農業の規模拡大が

進んだ。それは日本が学ぶべきところである。 
z 系列化の時代にいかに生きるか 

・都市の産業が栄えて、若い人たちが流出する時代も過ぎ、今は都市の大きな企業が

地方の産業まで系列化するようになった。それに対する抵抗としては、大きな都市

では作れない地域資源を持つこと、育てていくことが必要。地域づくりとは、その

地域に今の時代にふさわしい価値を時間をかけて積み重ねていくこと。 
z 人と資源をどう育てるか 

・活性化しているとは、いろいろな反応が起きて何かが生まれやすい状態になってい

る状態。そのためには人と人が接触し、いろいろな働きかけを行って動きを作り出

す、議論や学びが大事。それは行政の役割でもあり、栗原では田園観光課をつくり

働きかけがされてきた。また、その中にできるだけ新しい世代を巻き込んでほしい。 
z 地域は単に客観的な存在ではない 

・温泉がある、ない、などの客観的な条件よりも、あるものをどう使うかという技、

工夫が必要。今は地域の人々がそれぞれの能力を発揮しなければ物事が動かない時

代である。人と人をつないで力にするには、人材を把握しておかなければならない。

隠れている人材を発掘するための場も必要。 
z 次の世代をどう育てるか 

・地域の高校、高校生が何を学び、どうやって育てていくかも、世代間のいい関係を

どのように創っていくかが地域の将来にとって大きなテーマである。 
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２）ワークショップテーマ「地域の担い手としてできること、地域資源・特色を活かした

取組・事業を考える」 

◆上記のテーマを元に、グループ毎にディスカッションを実施。 
 
【ミニ畳づくり体験グループ】 

・新しい“らいん”のプログラムを作ることを

討議。 
・うまいもの、栗原の歴史、栗原の拠点を歩く

散策、宇宙・ET との交流、伝統文化、栗原

の自然を大切にする、スポーツ、と大きく 7
つに分けた。 

・栗原は、餅など、郷土料理の豊富なところな

ので、目玉としてこれからのうまいものを加えて頂きたい。 
 

【干し大根づくり体験グループ】 

・今回、干し大根づくり体験において皆で話し合いをする中で、栗原市には非常に多

くの保存食があることが分かり、実際栗原市にどれだけの保存食をみなさんが作っ

ているのかをあげてもらった。 
・一年中好きなときに食べられるのが保存食の魅力。 
・栗原市にたくさんある保存食を使って何をして行こうかを検討。 
・保存食を用いて手がけていきたいことの例：栗原特産の保存食の店、地域素材を生

かした農家レストラン、教える人のシステムづくり、外部からお客様を招くシステ

ムづくり、保存食の体験教室、保存食のコンテスト。 
・保存食コンテストのアイデア：県外からでも市内からでも誰でも参加できる、優勝

した保存食は新たな栗原市の特産物化、商品化ができる。 
・コンテストから派生して、保存食を作るのに

必要な道具の作り方、食材の調達の方法・生産

の技術、保存食の作り方・調理の方法を教えて

くれる先生をお招きするなど、さまざまな活動

ができるのではないだろうか。 
・コンテストを開催するにあたり、将来的には

保存食コンテストの全国大会や保存食のホー

ムページ・ツイッター作成、ホームページ上での生中継などを行うとよいのではな

いだろうか。 
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【蓮クラフトづくり体験グループ】 

・大きいテーマとしては「子供が地域に求める

もの」、サブテーマを「子供が活躍する場」と

して、高校一年生の気持ちで話し合った。 
・課題は、スポーツを楽しんでいる時期、通学

が不便（特に冬場）、カラオケで歌いたいのに

あまりない、気軽に入れるコーヒーショップ

がない、友達と研究したり町づくりに参加し

たい、ということが挙げられた。 
・現実は、学校に対する不信感、宿題が多い、外で思い切り遊びたい、自分の時間が

少ない、いろんな体験をしてみたい、地域に子供が少ない、将来への期待と不安、

親への反発、など、怖いもの知らずで、なんでもできる年齢だと想定した。 
・希望・要望は、校長先生とお昼を食べたい、地域のイベントに積極的に参加してみ

たい、自分の目標を見つけたい、楽しい勉強がしたい、月に一回くらい観劇したい、

高校生活の一年間寄宿舎生活をしたい。 
・結果としては、カラオケの送迎バスあればよいのでは、地域の祭りに参加のみなら

ず、企画・運営を高校生にしてもらうとよいのでは、高校生のアイデアを聞きなが

ら進めていけば活性化につながる祭り・イベントができるのではないか。 
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（２）宮崎県小林市 

①これまでの取組 

宮崎県小林市  

小林市は平成 22 年に合併をしているが、まちづくり活動等は旧市町村単位、業界団体、

地縁団体別等でそれぞれ実施されていた。合併並びに現市長の就任をきっかけに協働のま

ちづくりに取り組む。現在、地域づくり活動に参画していない人に対しても参画を促す体

制・仕組みの構築に奮闘中。 

 
１．小林市概要 

z 人口：47,921 人（平成 24 年 1 月 1 日現在） 
z 行政面積：563.09 km² 
z 小林市は南九州のほぼ中央部に位置し、北は熊本県、南は鹿児島県に接している。市内

を囲むように九州山地、霧島山系が連なる山に囲まれた地形であるため、昼夜間の気温

差や夏と冬の寒暖差が大きく、温暖な宮崎県でありながらも降雪が見られる。 
z 平成 18 年 3 月に旧須木村と、平成 22 年 3 月には旧野尻町と合併。 
z 平成 23 年 2 月 14 日午前 5 時 7 分、新燃岳が噴火。市内では噴火に伴う飛散物によっ

て、車のガラスや太陽光パネルの破損等の被害が報告されている。火口から概ね 3 キロ

程度の範囲まで火砕流が流下する可能性があるとされており、噴火警戒レベルは現在で

も引き続きレベル 3（入山規制）が継続されている。 
 
 

小林市位置図 
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小林市合併経緯 

 
 
２．小林市における地域活性化の取組概要 

（１）これまでの地域活性化の取り組み経緯 

z 合併前から中心市街地活性化・観光地形成等をキーワードとしたまちづくり活動は

行っていたが、計画策定等に関しては都市計画コンサルタントに全面的に委託する

ケースが多く、いわゆる行政主導型のまちづくりであった。 
z 例えば、小林市の中心市街地の再生を図るとして、平成 16 年度より、まちづくり交

付金を活用して小林駅周辺地区を対象としたまちづくりや観光活性化事業等を行っ

ていたが計画等をコンサルタント業者に委託して策定するなど、行政主導で行われ

たため若干、市内の実情に沿ったプランニングや事業創出まで至っていない等の状

況が見られた。 
z 行政以外においても農協、商工会議所、NPO 等が主体となり、まちづくりイベント

等は行われていたが、それらの主体が連携してまちづくり活動を行うことはほとん

どなかった。 
z 小林市としては、平成 22 年の合併を機に、各主体が連携して一体的にまちづくり活

動に取り組むことを期待したが、自発的に連携される動きはなく、旧村・市のリー

ダーレベルでの会合等を開くなどしたが連携は進まない状況であった。 
z その状況を鑑み、現市長は「まちづくりに関しては市民と協同して実施することが

必要である」とし、行政と市民、市内に存在するまちづくり活動団体等との連携素

地を作ることに注力した活動を展開しているところである。 
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（２）これまでに実施されてきた主な地域活性化の取り組み概要 

○観光振興に関する取り組み 

z 平成 5 年、旧小林市時代に観光開発計画を策定。しかしながら、旧須木村、旧野尻

町においては観光振興計画等の策定は行われておらず、行政間においても取り組み

に温度差があり、旧小林市時代も含め実際は、市内の各施設（キャンプ場、ゴルフ

場、温泉施設、観光農園等）の自助努力によって観光客数を確保してきたにすぎな

い状況であった。 
z しかしながら、平成 20 年、霧島連山を中心とする環霧島地域をユネスコが認定する

ジオパークとして登録することで地域活性化を図るという機運が高まり「霧島ジオ

パーク推進連絡協議会」（旧小林市、霧島市、曽於市、都城市、えびの市、高原町）

が設置された。 
z 平成 22 年 9 月に日本ジオパーク委員会において正式に認定されたことにより、観光

振興への弾みがついたとしている。 
z 同時期に、平成 23 年度観光基本方針を「地域の活力を創出する産業交流のまち」

として定め「観光・レクリエーションの振興」を図ることとし、成果指標（めざす

っ度）を策定した。 
z 観光推進を進める NPO 等の団体や住民の協力体制も評価項目に入っており、活動

如何によっては認定を取り消されることもあるため、NPO や住民による具体的な取

組体制の構築等が必要になる。 
 

 

めざっす度の項目 
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○中心市街地再生の取り組み 

z 平成 16 年度より平成 20 年度まで、まちづくり交付金を活用し小林駅周辺の区画整

理事業（対象面積：28.7ha 交付金額：822 百万円）を中心としたまちづくりに取り

組む。 
z 当時の整備目標としては以下のとおり。 
・小林市の中心部に良好な環境の住宅地を提供し、都心へ人々を呼び戻す。 
・南北の市街地の交流を促進し、駅北側中心市街地の活性化を促進する。 
・小林駅の南側を文化交流拠点として、高質で利便性の高い空間として整備し中心市

街地の再生の先導を果たす。 
z 整備結果として、接道不良宅地の解消や公園の整備によって、良好な住宅地として

の基盤を創出することができ、居住者の満足度が高まったことが挙げられる。なお、

基本的に計画は行政主導であったものの、個々のプロジェクトには住民・NPO によ

るワークショップを複数回開催しながら進めたためまちづくり機運を高めることが

できたとしている。 
z しかしながら、本事業は中心市街地の再生を主目的とするものであり、駅前を中心

とする住民等のまちづくり機運を高めることはできたものの、小林市全体へ如何に

波及させるかが今後の検討課題となっている。 
 

 

まちづくり交付金を活用した対象エリア・事業 
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３．小林市における地域活性化を担う関係者や理解醸成を図る人材の推進体制等 

 

（１）関係者整理 

z 前述のように、比較的自治体主導によりまちづくりが展開されてきたが、そのほか、

地域活性化を担う関係者としては農協、商工会議所、NPO が挙げられる。 
z しかしながら、それぞれ独自に産業や観光の観点でイベント・事業等を実施してい

る状況であり、関係者間で協働や連携をテーマとした活動は具体的には実施されて

いなかった。 
z 特に NPO においては小林市内に複数存在しているが、集まる場所・機会等がなか

ったため NPO 間での協働も積極的には行われていなかった。 
z 今後、地域活性化への取り組みに対する理解醸成を図りたい人物としては高校生・

大学生等の次世代を狙いながらも、まずは現役世代で地域活性化活動に参画してい

ない地域住民全員を対象にしたいと考えている。 
 

（２）具体的取り組み 

z 現市長により“協働のまちづくり”をテーマに地域活性化を促進させる推進体制や

機運醸成等が図られている。 
z 平成 23 年には NPO やまちづくり団体等に対して情報提供、活動スペースの貸与等

を行い連携を促すとして市民活動促進センターを設置。現在 57 団体が加盟しており、

将来的には地域協議会との連携も視野に入れている。（詳細は後述） 
z 今後は、これまで地域活性化に関する活動に参画していなかった地域住民が積極的

にまちづくりに参加することができる体制を構築するとして地域協議会を設立する

予定である。 
z また、地域活性化・再生を手掛けたことのある学識経験者の方から協働・連携の必

要性を教授してもらうとともに客観的な視点で小林市を分析してもらうことが必要

だとして、行政、NPO やまちづくり団体等、地域住民の仲介役として大学を活用し

ており、今後も活用する予定。（小林市活性化研究会を設置） 
 

小林市活性化研究会所属団体 
・小林市商工会議所 

・小林市農業共同組合 

・小林市観光協会 

・小林市商店街連合会 

・小林市社会福祉協議会 

・にしもろこげんす会 

・エコワールドきりしま 
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◆“協働のまちづくり”実施前 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◆“協働のまちづくり”実施現在～今後 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

地域活性化の担い手 

地域活性化の担い手 

地域活性化の担い手 

地域活性化の担い手 

地域活性化の担い手 

地域活性化の担い手 

・それぞれバラバラで活動 
・小林市からの呼びかけが

あれば対応する形 

適宜活用 

小林商工会議所 

JA こばやし 

その他団体等 

小林市役所 

まちづくり 

担当課 

旧市町村単位 

旧市町村単位 

適宜活用 

小林商工会議所 

JA こばやし 

その他団体等 

小林市役所 

協働推進課 

（理解醸成事業等） 

まちづくりコンサルタント 

地区協議会 

・旧市町村単位での
連携はない。 

 

地区協議会 

市民活動促進センター 

大学 

（産学官連携事業） 

協働のまちづくり 

推進協議会 

（協働のまちづくり

市民フォーラム等の

開催） 

・理解醸成対象者 
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②シンポジウム・ワークショップ内容 

１．小林市シンポジウム・ワークショップの概況 

 

１）日時・場所等 

z 日時：平成２３年１１月２日 
z 場所：小林市役所会議室（住所：小林市細野 300 番地） 

２）テーマ 

z 「地域活性化への理解醸成」シンポジウム・ワークショップ（小林市活性化事業シ

ンポジウム） 
３）構成 

実践的なワークショップを交えたディスカッションを行うことで議論を深めるため、

全体を 3 部構成とする。 

 

＜シンポジウム・ワークショップ構成＞ 

細野先生による講義 

「まちの“にぎわい”を考える」 

・他地区事例等を活用しながら地域づくり活動の意義、連携・協働の方

策・課題、地域づくり担い手予備軍の発掘・巻き込み方等 
第１部 

細野ゼミ生による中間報告 

・小林市の調査結果の中間報告、他都市との参考事例紹介等 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

第２部 

地域づくり活動団体の活動紹介（３団体）1団体：10分 

・団体プロフィール、活動内容、活動メリット等を紹介するほか、参加

方法等も説明 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

第３部 

地元若手、中堅、行政関係者によるワークショップ 

・３グループに分かれて、３テーマについて議論を行い、それぞれのグ

ループから発表。 

・テーマについては以下の通り。 

１．地域の活性化を図る具体的な方法や突破口 

２．農業の６次産業（化）を活かした地域の活性化 

３．小林、須木、野尻の地域資源・特色を活かした取り組み 

まとめ 細野先生による総括 
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２．小林市シンポジウム・ワークショップ結果の概要 

１）講師講演「まちの“にぎわい”を考える」（中央大学 細野教授） 

z 賑わいをどう考えるか 

・町が賑わいを生むためには売りが必要。そのた

めには①ハードとソフトの二つがマッチしな

ければならない。②人が多く集まらなくてはな

らない。③あれもこれも、ではなく一つに集中

する。④情報を活用する。苦情のような情報で

も活用して次につなげれば進化する。 
・どういう形でにぎわいを作るか、いつでもにぎ

わいを作り出すことができることが大事 
・にぎわいは意識変革の手段。人と人が顔を合わ

せるといろいろな考え方が生まれる。それによ

り考え方が変化していく、それが意識改革とな

る。 
・にぎわいは多様な人達の協力がなければ創出できない。その中で、どういう町の時

間のリズム、人の流れを作るかが大事。 
・町のイノベーションには六次産業化が重要。六次産業は掛け算である。1 次、2 次、

3 次のどれか一つが振るわないと、ほかが頑張っても限りなくゼロになってしまう。

すべての産業がバランスをとり、どのように掛け算の大きな数にしていくのか、を

考えていただきたい。 
 

２）ワークショップテーマ「地域の活性化を図る具体的な方法や突破口」「農業の 6 次産業

化を活かした地域活性化」「小林、須木、野尻の特色を生かした地域づくりの手法を考

える」 

◆上記３つのテーマそれぞれについて、グループ毎にディスカッションを実施。 
 
＜テーマ１：地域の活性化を図る具体的な方法や突破口＞ 

【1班】 

・突破口としていろいろなアイデアを出   

してもらうことにした。 
・お嫁さん不足や農業体験を婚活につな

げること。 
・高齢者への対策として走るマーケット 
・観光ルートが確立していないのでもっ

と PR をする。 
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・コンシェルジュを設置する。 
・地方をもっと見てもらうために努力する。 
・高齢者への対策として御用聞きを受ける、若い人、高校生などとの懇話会。 
【2班】 

・小林のそのままの自然、そのままの産業をアピールする。 
・小林の自然の農産物を活かす事業を行う。 
・地域の人が集まる場所、高齢者が集まる場所、地元の場所が気軽に集まる場所づく

りを大切にしたい。 
・自然・産業を生かして、地元の食を活用して人が集まる、伝承することが大切 
・地域の子供、小学校などと地域の関わりを作る。 
・小林の産業、農産物を生かし大切にして産業を活性化して、人の集まりにつながる

ということが大切である。 
【3班】 

・ハード事業は、いいことなのか、それがもうふさわしくない時代なのか、というこ

とはわからないが、そういうことを議論する時代になった。 
・すでに取り組んでいるソフト事業として、企業誘致、ジオパーク、移住者誘致、米・

農産物のブランド化が挙げられる。まだ取り組んでいないソフト事業として、グル

メの開発、農産物のネット販売、直売所、大規模なスポーツイベントが挙げられる。 
・突破口を経済的な効果と考えると、お金のかからないやり方としてはソフト的なグ

ルメの開発、農産物をさらに伸ばしていくことが突破口になるのではないか。 
・グルメの開発については飲食店や生産者の情報交換の場が必要であるので、そうい

うものを創っていかなければならない。 
 
＜テーマ２：農業の 6次産業化を生かした地域活性化＞ 

【1班】 

・6 次産業とは、農家が生産・加工・販売まで一貫して行うものだが、1 班では、農家

だけではすべての工程を行うのは厳しい面があるという意見が出た。 
・資源として、メロン、水、お茶、栗、マンゴー、などいろいろあるが、商品開発か

ら加工までできる農家もある一方で、加工技術がほとんどない農家もある。加工に

際しては JA、商工会議所、行政、NPO の協力を得て行おうという動きがある。 
・販売方法も農家で行うのはなかなか難しい。その調整役として、JA、商工会議所、

企業等の力を借りて順繰り回していく。 
【２班】 

・2 班は金持ちになりたいということがテーマ。個人が金持ちになることは市が金持ち

になることにつながる。 
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・生産については、これからの農業の担い

手を確保する、若い人が育つ環境を確立

しなければならないということが課題。 
・生産のためには、何を作ったら売れるか

ではなく、何を作ったら買うのかに着目

するべき。生産者と購入者の交流会、意

見交換会を行い、消費者のニーズに合っ

たものを作れば放っておいても売れる。

おいしい牛肉を作る若いスタッフを増

やす、民泊などによって体験をしてもらいながら生産に対する意見をいただき、そ

れを参考に生産する。 
・須木は中山間地域で山が主体なので、しいたけ、ゆずのほかに、害獣であるイノシ

シ、しか、たぬきなども一つの生産につなげていけないか。 
・加工に関しては、よそに頼むのでなく市に住んでいる人たちが知恵を絞りあって、

施設を作って加工したものを外に売る。 
・小林の地の利である自然、湧水を使った米づくり、水を使った特産品を積極的に作

る。その加工には、地域の人たちの昔ながらの料理や、料理に取り組んでいる人た

ちの意見を集約して新たな小林のブランドを創っていかなくてはいけない 
・せっかくイノシシ肉、シカ肉があるので、これを使っておいしい料理の研究も行い

ながら、地域の人たちに知ってもらう機会として野尻のメロン祭り、小林のぶどう

祭り、牧場の桜祭り等のイベントを引き続き行うことが大事である。 
・販売については、自分たちで作った自信作をいかに PR して、付加価値をつけたもの

を自分たちのつけた値段で売れるかということに金持ちになる鍵がある。そのため

には、販売ルートを明確にし、小林の特産品を売る場所を都会や外国まで広げて、

きちんと売っていくというところまで真剣に取り組まなければいけない。 
・そのためには郷土出身者による PR や、マスコミを使った PR などいろいろな手法を

使った売る体制を構築することが必要である。 
【３班】 

・「内」は、「小林に来てもらう」という意味。例は、おにぎり屋、卵かけごはん屋、

販売施設、などを作り、足を運んでもらうなど。 
・「外」は、小林市外の人が多く手にするような加工品。化粧品、化粧水、石鹸、コン

ビニと提携してプライベートブランドの製品を作ってもらうなど。 
・「中間」は、小林に来ても買える、市外でも売れる商品。マンゴージュースなど、B
級品や規格外品を集めて加工品やお菓子を作る。有害鳥獣を利用して加工品を作る

など。 
・結論は、展望台などの箱ものを作るのもなかなか難しいため、B 級品を使った加工品
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を作ることで、小林という名前を広めるアイテムになる。小林というブランドを持

った加工品を作れば市の活性化につながるのではないか。 
・6 次産業という意味では、小林で作ったものを小林で加工し販売まで行うことできれ

ばよいのではないか。 
 
＜テーマ３：小林、須木、野尻の特色を生かした地域づくりの手法を考える＞ 

【1 班】 

・旧小林はコスモス、野尻はメロンフェア、須木は軽トラ市と吊り橋など、小林、野

尻、須木の特色を洗い出した。 
・環霧島という枠組みも大切な一つの要素である。霧島から小林へのルート、綾から

小林へのルートでお客さんを引き込まなくてはならない。 
・それに対する取り組み、事業としては、お茶グランプリ、B 級グルメ、イベント開催、

市民茶会、鯉祭り、ゆるキャラを作る、軽トラ市、がねコンテスト、鯉玉とんも食

べられるこい祭り、茶節の紹介（観光客に無料で配布、味のアレンジ、ちゃぶコン(茶
節のコンテスト)）、もーもー市、餅勧進、といった具体的な事業が出た。 

・茶節とは、鰹節の中に味噌を入れてお茶をかけるだけの簡単なスープのようなもの

で、観光客に無料で配布したり、味のアレンジを考え、最終的にはコンテストを行

う。 
・鯉玉とんは、霧島ジオパークの公式丼として霧島ジオパーク推進連絡協議会から認

定されたもので、ご飯の上に味噌ベースで煮たの豚肉を乗せ、温泉卵を乗せてその

上にネギをかけ、鯉こくの汁をかける。鯉と卵と豚肉でこいたまとん。この鯉玉と

んを食べられるこい祭り、鯉と恋をかけた婚活事業にもつなげる。 
・メロンなどのゆるキャラを作る。 
・軽トラ市では、宮崎は川南のトロントロンが有名だが、そういったものを小林でも

定期的に行う。 
・小林には餅勧進という風習があり、これもひとつの起爆剤になるのではないかと考

えている。 
 

【２班】 

・綾から須木、つまり宮崎から須木、小林、霧島を経て野尻、宮崎へと周遊する事業

を行う。 
・まず、須木の方から 1.5 車線を実現し、宮崎から小林への流れを作る。そして北霧島

を経て小林、野尻、宮崎へという流れの中で事業を展開する。 
・綾の照葉樹林を楽しんだ後、自然の中を移動しながら須木に行き、須木の産品であ

る栗、しか肉、ゆず、わらび、ぜんまい、椎茸、岩魚などを楽しむ。そして小林で

は湧水の町を楽しむ。また、石窯を作りってピザのおいしい町を作りたい。 
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・この事業を実施する主体は農家で、民泊を中心に 2 泊 3 日の事業とする。今、小林

にくる方の滞在時間は約 2 時間。日南の飫肥城では 1.5 時間。なぜかというと、飫肥

城ではお城を見て町を歩いて 2 時間過ごすが、小林は、1 カ所見て 2 カ所目が離れて

いるから 2 時間かかる。そこで、2 時間ではなく 2 泊 3 日の滞在の事業とする。特徴

としては、2 泊 3 日で地元の特産物を食べ、湧水、秋祭り、野尻湖を楽しんでもらう 
【３班】  

・3 班の結論は、農業を中心とした

事業とする。 
・須木はゆず、野尻はメロン、小林

は梨、ぶどうなど、今ある、ある

程度有名な農産物を活かし、ワイ

ナリーを作ったり、のじりこぴあ

で物産展を開催したり、スイーツ

を開発する。 
・農家の民泊については修学旅行を

誘致する。小林インターにも近い

ので、そのまま長崎の平和の勉強にも行けるだろうし、もともと民泊を進めている

素地もある。 
・この班のコンセプトをあるものを生かす、ということで、すべての町のいいところ

を集めた、核となる事業を行えば、合併の一体感も生まれるのではないか。 
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（３）事業アンケート 

【調査概要】 

■アンケート目的 

・ 宮城県栗原市、宮崎県小林市において、本事業に参加した方々の地域づくり活動等に

関する興味や参加意向について把握する。 
・ さらに、本事業実施後に参加者に対してフォローアップアンケートを実施し、参加者

の意識、理解、行動変化について把握する。 
■アンケート対象 

・ ２箇所で開催したシンポジウム・ワークショップ参加者を対象に実施した。 
 

■アンケート回収数 

      宮城県栗原市アンケート： 19 回答 

    宮崎県小林市アンケート： 18 回答 

    宮城県栗原市フォローアップアンケート：14 回答 

    宮崎県小林市フォローアップアンケート：18 回答 

 
■アンケート実施方法 

・ 各地で開催したシンポジウム・ワークショップ参加者に事前にアンケート用紙を配布

し、終了後、その場で回収する方法をとった。 
・ フォローアップアンケートに関しては、郵送方式とし、メール・郵送で回収する方法

をとった。 
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ｊ．個人
31.6%

ｏ．その他

21.1%

無回答
5.3%

a．NPO・まち

づくり団体
5.3%

g　行政関係
（県、市町村

等）
0.0%

ｃ．商店街関
係

5.3%

f．学生

10.5%

d．金融関係

10.5%

e．教育（学
校、塾）

5.3%

ｂ．商工会、

観光協会

5.3%

ｃ．公民館や
町内会の呼

びかけに応じ
て

0.0%
d．商工団体

等の呼びかけ
に応じて

0.0%

e．NPO・まち
づくり団体等

の呼びかけに
応じて
22.2%

ｂ．行政の呼
びかけに応じ

て
72.2%

a．チラシ・HP
を見て
0.0%

ｏ．その他
0.0%

無回答
5.6%

ｃ．公民館や
町内会の呼び
かけに応じて

0.0%

d．商工団体
等の呼びかけ

に応じて
5.3%

e．NPO・まち
づくり団体等

の呼びかけに
応じて
42.1%

ｂ．行政の呼
びかけに応じ

て
31.6%

a．チラシ・HP
を見て
10.5%

ｏ．その他
0.0%

無回答
10.5%

【アンケート結果】 
１．ご自身のことについて 

■回答者の属性（問１） 

・回答者の属性を見ると栗原市では「個人」との回答が最も多く、小林市では「NPO・

まちづくり団体」との回答が最も多い。 

・なお、栗原市においては次世代の地域の担い手として「学生」の参加もあった。 

・「その他」の回答者としては、両市ともに団体職員等が挙げられた。 

 

  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

■参加経緯について（問２） 

・参加経緯を見ると栗原市では「NPO・まちづくり団体等の呼びかけに応じて」との回

答が最も多く、小林市では「行政の呼びかけに応じて」との回答が 7割を占める。 

・栗原市では広報誌等を通じて地域住民に幅広に呼びかけたのに対し、小林市では地

域の担い手として活躍することが期待される方に対して積極的に広報を行った結果

によるものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ．商工会、
観光協会

5.6%

e．教育（学
校、塾）

0.0%

d．金融関係
0.0%

f．学生
0.0%

ｃ．商店街関

係
0.0%g　行政関係

（県、市町村
等）

27.8%

a．NPO・まち
づくり団体

33.3%

無回答
5.6%

ｏ．その他
16.7%

ｊ．個人
11.1%

栗原市（N=19） 単数回答 

栗原市（N=19） 単数回答 

小林市（N=18） 単数回答 

小林市（N=18） 単数回答 
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0.0%

10.5%

26.3%

73.7%

0.0%

0.0%

5.3%

5.3%

36.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

i．その他

ｈ．中心市街地の活性化（駅前まちづくり）

g．農業の振興

f．ツーリズム・観光

e．防災・災害対応

d．環境保全

ｃ．学術・芸術・スポーツ

ｂ．保健・医療・福祉

a．地域やまちの活性化や活発化（地域づくり）

0.0%

27.8%

55.6%

33.3%

5.6%

16.7%

11.1%

16.7%

83.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

i．その他

ｈ．中心市街地の活性化（駅前まちづくり）

g．農業の振興

f．ツーリズム・観光

e．防災・災害対応

d．環境保全

ｃ．学術・芸術・スポーツ

ｂ．保健・医療・福祉

a．地域やまちの活性化や活発化（地域づくり）

■関心のある分野・テーマ（問３） 

・関心のある分野・テーマを尋ねたところ、栗原市では「ツーリズム・観光」との回

答が最も多く、小林市では「地域やまちの活性化や活発化」との回答が多い。 

・栗原市においては「くりはらツーリズムネットワーク」が“くりはら博覧会らいん”

を実施するなどし、ツーリズムが地域住民にも広く浸透していることが窺える。フ

ォローアップアンケート結果と比較すると、「ツーリズム・観光」に最も関心がある

という結果は変わらないものの「地域やまちの活性化や活発化」を意識した回答が

増加していることが特徴として挙げられる。 

・小林市においては“協働のまちづくり”を掲げており、協働の概念はあらゆる分野・

テーマに係ることから回答項目が多岐に渡っているものと考えられる。フォローア

ルップアンケート結果と比較すると、「地域やまちの活性化や活発化」に最も関心が

あるという結果は変わらないものの「ツーリズム・観光」が微増ながらも増加して

いる。 

・総じて、両市ともに関心のある分野・テーマが絞り込まれてきたことが窺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原市（N=19） 複数回答 小林市（N=18） 複数回答 

栗原市（N=14） 複数回答 小林市（N=18） 複数回答 

0.0%

0.0%

28.6%

85.7%

0.0%

7.1%

14.3%

0.0%

78.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

i．その他

ｈ．中心市街地の活性化（駅前まちづくり）

g．農業の振興

f．ツーリズム・観光

e．防災・災害対応

d．環境保全

ｃ．学術・芸術・スポーツ

ｂ．保健・医療・福祉

a．地域やまちの活性化や活発化（地域づくり）

0.0%

27.8%

55.6%

38.9%

5.6%

5.6%

5.6%

11.1%

83.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

i．その他

ｈ．中心市街地の活性化（駅前まちづくり）

g．農業の振興

f．ツーリズム・観光

e．防災・災害対応

d．環境保全

ｃ．学術・芸術・スポーツ

ｂ．保健・医療・福祉

a．地域やまちの活性化や活発化（地域づくり）

フォローアップアンケート結果 
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5.3%

0.0%

36.8%

26.3%

84.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

e．参加したいとは思わない

d．身近にイベントがあることを知らず、
参加したことがない

ｃ．町内活動・公民館活動に参加　

ｂ．まちづくりイベント（お祭り・フェア）等に参加

a．NPO・まちづくり団体が実施する活動

（シンポジウム・ワークショップ、研修会など）に参加

0.0%

11.1%

16.7%

50.0%

55.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

e．参加したいとは思わない

d．身近にイベントがあることを知らず、
参加したことがない

ｃ．町内活動・公民館活動に参加　

ｂ．まちづくりイベント（お祭り・フェア）等に参加

a．NPO・まちづくり団体が実施する活動

（シンポジウム・ワークショップ、研修会など）に参加

■これまでに積極的又は意欲的に参画・参加した取り組み（問４） 

・これまでに積極的又は意欲的に参画・参加した取り組みを尋ねたところ、両市とも

に「NPO・まちづくり団体が実施する活動」との回答が最も多い。但し両市の間には

28.6 ポイントの開きがある。栗原市において高いポイントとなった理由としては“く

りはら博覧会らいん”の開催が影響しているものと推察される。 

・フォローアップアンケートの結果と比較すると、栗原市においては「まちづくりの

活動に自分の経験や知識を活かしてみたい（活かせると思う）」との回答が最も多く、

より主体的にまちづくりを行うよう意識が変化している状況が窺える。小林市にお

いては「まちづくりの活動に参加するようになった」との回答が最も多く、本事業

への参加は行政の呼びかけに応じて参加した方が多かったが、その後、自律的にま

ちづくり活動に参加するようになった方が増えていることが推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原市（N=19） 複数回答 小林市（N=18） 複数回答 

栗原市（N=14） 複数回答 

0.0%

7.1%

14.3%

28.6%

78.6%

28.6%

28.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

g．その他

f．特に変わりはない。

e．まちづくりの活動に興味はあるが、
日常生活の中では時間を割きにくい。

d．まちづくりの活動に対して、
自分も提案をしてみようと思う。

ｃ．まちづくりの活動に自分の知識や
経験を活かしてみたい（活かせると思う）。

b．今後はまちづくり活動の主催者の
お手伝いをしてみたい。

a．まちづくりの活動に参加するようになった。

小林市（N=18） 複数回答 

5.6%

22.2%

11.1%

22.2%

22.2%

22.2%

50.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

g．その他

f．特に変わりはない。

e．まちづくりの活動に興味はあるが、
日常生活の中では時間を割きにくい。

d．まちづくりの活動に対して、
自分も提案をしてみようと思う。

ｃ．まちづくりの活動に自分の知識や
経験を活かしてみたい（活かせると思う）。

b．今後はまちづくり活動の主催者の
お手伝いをしてみたい。

a．まちづくりの活動に参加するようになった。

フォローアップアンケート結果 
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ａ．適当だった
72.2%

ｂ．まあまあ
適当だった

27.8%

ｄ．よくなかっ
た

0.0%

ｃ．あまりよく
なかった

0.0%

ａ．適当だった
89.5%

ｂ．まあまあ
適当だった

10.5%

ｄ．よくなかっ
た

0.0%

ｃ．あまりよく
なかった

0.0%

ｃ．もう少し活
動をみていき

たい
0.0%

無回答

0.0%

ｄ．きっかけが
あれば活動に
参加してみた

い

21.1%

ｅ．参加してみ
たい

47.4%

ｂ．知っていた
が参加までは

考えていな
かった
31.6%

ａ．初めて知っ
た

0.0%

ｃ．もう少し活
動をみていき

たい
22.2%

無回答
5.6%

ｄ．きっかけが
あれば活動に
参加してみた

い
33.3%

ｅ．参加してみ
たい
0.0%

ｂ．知っていた
が参加までは

考えていな
かった
22.2%

ａ．初めて知っ
た

16.7%

２．シンポジウム・ワークショップについて 

■シンポジウム、ワークショップの感想（問５） 

・シンポジウム、ワークショップの感想を尋ねたところ両市とも「適当だった」との

回答が最も多く、「よくなかった」「あまりよくなかった」との回答は皆無であった。 

・自由意見には「今後の活動の指針となった」「持続性のある地域資源観光、新しい発

想、違う視点が得られた」等のコメントが挙げられた。 

・総じて、多くの参加者が地域づくりに対しての“気づき”や行動するための“きっ

かけ”を得られたことが推察される。 

・シンポジウム・ワークショップの手法は、地域住民に地域づくりに対しての理解や

参画意欲の向上を高める効果があると言える。こうした取り組みを継続して実施す

ることで、できるだけ多くの地域住民に刺激を与えることが、地域づくりに対する

理解を図る上で重要である。 

 
 

 

 

 

 

 

 

■地元の活動団体の取組発表の感想（問６） 

・地元の活動団体の取組発表に関しての感想を尋ねたところ、栗原市では「参加して

みたい」との回答が最も多く、小林市では「きっかけがあれば活動に参加してみた

い」との回答が最も多かった。 

・栗原市では「初めて知った」との回答が皆無であるのに対して、小林市では 2 割弱

の回答があった。栗原市においてはミニシンポジウム等を開催しており、その告知

と開催結果等も広報誌により全地域住民に知らせているため、そうした影響もある

ものと考えられる。小林市においては協働のまちづくりをテーマに活動をスタート

させたばかりであり、今後も地元住民と活動団体を繋ぐ広報や取り組みを実施する

ことが期待される。 

 

 

 

 

 

 

栗原市（N=19） 単数回答 

栗原市（N=19） 単数回答 

小林市（N=18） 単数回答 

小林市（N=18）単数回答 
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■地元の活動団体に対して期待すること（問７） 

・地元の活動団体に対して期待することを尋ねたところ、それぞれ下記のようなコメ

ントが寄せられた。総じて、地元の活動団体に対して好意的なエールが多く、地元

の活動団体の存在が大きいことがわかる。地元団体への活動の期待としては、各団

体間の情報交換やネットワーク構築を望むコメントが寄せられている。 

 
【栗原市】 

・発表者の実体験者の話題提供がよくわかりやすく感激した。皆さんベテランでこの

栗原市にこんな勉強した方達が残って活動していると知って素晴らしいことと思っ

た。日のあたる立場でない人にも、日（光）をあててますますその方が力を発揮し

て、良い知恵を出して、栗原の光になれば良いと思う。まさしく、その人材の育成

に声掛けをして引き出してほしい。本日の講演も良かった。 

・積極的にまちづくりを推進したくさんプログラムを作って下さるので、他から来た

者でもネットワークが出来、感謝している。少しずつでも覚えいき、退職後の生き

がいを見出す糧にしたいと思う。 

・専門家の先生方のシンポジウムを年 1回は必ずお聞きしたい。 

・地域に根付いた「らいん」による観光振興は、これまでの観光施策とは異なる価値

を持った意識ある取り組みだと思う。全国のモデルになるような取り組みになるこ

とを期待している。 

・栗原物産のブランドづくりとくりはらツーリズムネットワーク等との情報を共有で

きる場があればと考えています。 
 

【小林市】 

・今の活動を継続維持してもらいたい。 

・NPO で頑張っていただいているのが心強い。 

・協働してほしい。 

・情報交換 

・活動の目的が合致する団体同士の連携の強化。 
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ａ．また来ると
思う

68.4%

ｂ．テーマによ

る
31.6%

無回答
0.0%

ｃ．分からない
0.0%

ａ．また来ると
思う
72.2%

ｂ．テーマによ
る

16.7%

無回答
5.6%ｃ．分からない

5.6%

■地元の活動団体の話を踏まえた上での自身の考えについて（問８） 

・地元の活動団体の話を踏まえた上での自身の考えについて訪ねたところ、それぞれ下

記のようなコメントが寄せられた。 

・栗原市では、民泊、ブランド発信等、比較的具体的な項目に対しての知恵やノウハウ

等を希望するコメントが多いのに対して、小林市では、地元の活動団体の話を始めて

聞く参加者が多かったためか「刺激を受けた」「感心した」とのコメントが多く、本事

業への参加が、地域に対しての理解を深める一つのきっかけになったことが窺える。 

 
【栗原市】 

・「地域おこし協力隊」としてあらゆる活動に参加したいと思う。特に都会から栗原市

に来てもらう仕掛づくり。 

・小さな町の味のある街並みを見学したい。どのような工夫で実現したかなど、条件、

ノウハウなど学びたい。いつかそんな街並み（風情）を出した所を歩きたい。 

・他地域からの受入れ等をしたい（民泊） 

・特産品開発等を考える研究会を立ち上げたい。 

・まず、地域に理解を。地域の事業に積極的に参加。 

・近代化産業遺産を守る研究会を立ち上げたい。 

・食を通じて栗原のブランド発信に取り組む。 

 
【小林市】 

・地域活動（づくり）に知恵と方法を教えて欲しい。 

・地域のために活動していることに本当に頭が下がる。利益にならない部分での活動

は非常に大変だと思う。 

・初めて聞く活動内容もあり、勉強になった。 

・刺激になった 

・参加したい内容であった。 

 
 
■シンポジウム・ワークショップ等の今後の参加可能性（問９） 

・参加者の今後のシンポジウム・ワークショップ等への参加可能性を尋ねたところ、両

市ともに「また来ると思う」との回答が最も多かった。 

・こうした意欲が高いうちに次なる仕掛けを行うことが肝要であると思われる。実際に

栗原市では栗原ツーリズムネットワークの主催で「近代化産業遺産群観光ガイド養成

講座」を実施し、小林市では「一人ひとりが豊かになる小林」と題したシンポジウム

を開催するなどし、刺激を持続させるための取り組みを行っている。 

 

 
 
 
 

栗原市（N=19） 単数回答 小林市（N=18） 単数回答 
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ｃ．あまり参加
したくない

0.0%

d．参加したく
ない
0.0%

無回答
5.6%

ｂ．ある程度
参加してもよ

い
38.9%

ａ．参加したい
55.6%

ｃ．あまり参加
したくない

0.0%

d．参加したく
ない
0.0%

無回答
10.5%

ｂ．ある程度
参加してもよ

い
42.1%

ａ．参加したい
47.4%

 
■地域づくり・まちづくり活動への今後の参加可能性（問１０） 

・参加者に今後地域づくり・まちづくり活動への参加可能性を尋ねたところ、両市とも

「参加したい」との回答が最も多く、「参加したくない」「あまり参加したくない」と

の回答は皆無であった。 

・今回はシンポジウムという座学の場とワークショップという演習の場を設定し、地域

づくり活動の必要性を訴えるだけでなく、自分自身が何をできるのかを考えて頂く

場・機会を創ったことが、取組意欲の向上に結びついているものと推察される。 

・栗原市では、「知っている人ができたからまちづくりの活動があれば行って見たい」と

の回答が最も多く、自らがまちづくりについて学び・行動する人材になろうという意

識が芽生えたことが窺える。 

・小林市では、「イベントへ行ってみようなど、周りの人と話をする機会が増えた」との

回答が最も多く、まちづくり活動への興味が深まった人が多くいることが推察される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗原市（N=19） 単数回答 小林市（N=18） 単数回答 

栗原市（N=14） 複数回答 

7.1%

7.1%

50.0%

57.1%

35.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

e．その他

d．特に変わりはない

ｃ．イベントへ行ってみようなど、
まわりの人と話をする機会が増えた

b．知っている人ができたから、
まちづくりの活動があれば行ってみたい

a．まちづくり団体のメーリングリスト等を使って、
いろいろ情報を受け取ってみようと思う

小林市（N=18） 複数回答 

5.6%

16.7%

61.1%

22.2%

33.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

e．その他

d．特に変わりはない

ｃ．イベントへ行ってみようなど、
まわりの人と話をする機会が増えた

b．知っている人ができたから、
まちづくりの活動があれば行ってみたい

a．まちづくり団体のメーリングリスト等を使って、
いろいろ情報を受け取ってみようと思う

フォローアップアンケート結果 


